
中学の段階で関数に苦手意識をもって分からないまま高校に入学してくる生徒がいる。

自己評価 

Ⅰ今日の授業内容について 

１.理解できた ２.少し理解できた ３.あまり理解できなかった 

Ⅱパソコンを使っての授業は  

１.よかった ２.少しよかった ３.あまりよくなかった 

Ⅲこれからもパソコンを使った授業を 

１.希望する ２.あまり希望しない ３.教室での授業がいい 

Ⅳ『話合い』の時間に、隣の生徒に自分の考えを伝えることが           自己評価の結果 
１.できた ２.あまりできなかった ３.ほとんどできなかった 

Ⅴ【発展】のｙ＝２２ｘ－２ｘ－２のグラフのイメージが  

1.つかめた２.あまりつかめなかった ３.ほとんどつかめなかった 

 

結果の分析 

コンピュータを使った授業は好評だった。また、「話合い」の時間はほとんどの生徒が隣の生徒

に自分の意見や考えを伝えることができた。 

 

関数に対する苦手意識を解消する授業を目指して 

～コンピュータでグラフのイメージをとらえる授業の工夫～ 

高校数学班 茂木 正巳 (高等学校教諭) 

 

自己課題設定理由 

  

 

 

 

                                                            

 

 
自己課題解決策 

 

 

具体的方策の実践概要 

 

 

 

                                    

 

  

研修の成果と課題 

 

 

                       

Ⅰ 座標平面上に点がとれない。     Ⅱ ｙ＝ｆ(x) の意味が分からない。 

Ⅲ グラフのイメージがわかない。 

Ⅰ グラフを視覚的にとらえることができる。 

Ⅱ 黒板では説明しにくい動的な表示ができる。 

教材例 (2年普通科発展クラス)

ｙ＝ａｘ
のグラフをａの値を２、

３、４、５と変えて、重ねて表示さ

せるとどうなるか！？ 

Ⅰ プリント教材を使って、いろいろなパターンの問題を考えさせる。 

Ⅱ 隣同士の話合いを通じて、「学び合い」により理解を深める。 

授業実践の方法 （Ⅰ→Ⅱ→Ⅲを繰り返し、問題が終わったらⅣ）

対象 1年普通科基礎クラス、2年普通科発展クラス 

Ⅰ プリント教材をまず解いてみる。 

Ⅱ 隣同士で話合いをする。 

Ⅲ ＯＨＰを使って発表し、コンピュータで確認する。 

Ⅳ 自己評価をする。 

成果 
Ⅰ 教室の黒板では表現しにくいグラフの「動き」を生徒に見せることがで

きた。 
Ⅱ パラメータを使うことにより、いろいろなパターンのグラフを生徒に考

えさせ、グラフに慣れさせることができた。 
Ⅲ 学び合いを通して、生徒同士が教え合うことにより、関数への理解が一

層深まった。 
 
課題 
プリントを共有し、数学科全体でコンピュータの活用を実践したい。 

2次関数ｙ＝ａｘ２のグラフ  指数関数ｙ＝ａｘのグラフ 

使用ソフト：“Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｖｉｅｗ”

担当指導主事 高校教育研究係 大塚 道明 

コンピュータを 

活用するメリット

授業風景 (コンピュータ室にて)

教材例 (１年普通科基礎クラス) 

ｙ＝ａｘ２
のグラフをａの値を１、

２、３、－１、－２、－３と変えて、

重ねて表示させるとどうなるか！？ 

生徒の現状

関数が苦手な理由 


